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午前９時００分開会 

○議長（川越 忠明君）  おはようございます。ただ今から平成２３年第３回川南町議会定例会を開

会いたします。暫時休憩します。 

午前９時０１分休憩 

午前９時１３分再開 

○議長（川越 忠明君）  会議を再開します。休憩前に引き続き、会議を続行します。 

 これから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元にお配りしてあるとおりであります。し

ばらく休憩します。全員、議員控室へ移動願います。 

午前９時１４分休憩 

午前１０時４０分再開 

○議長（川越 忠明君）  会議を再開します。休憩前に引き続き、会議を続行します。 

 日程第 １ 「諸般の報告」 

を行います。前回の議会から本日までの主な事柄については、お手元にお配りした別紙のとおりで

ありますが、去る２月２１日、宮崎市において宮崎県町村議会議長会定期総会が開催され、平成２３

年度町村議会議長会事業計画並びに予算等について、原案のとおり決定されましたので報告しま

す。なお、例月出納検査等の結果についての報告は、お手元に配布してあるとおりであります。以

上で報告を終わります。 

 日程第 ２ 「会期の決定について」 

を議題とします。お諮りします。本定例会の会期は、本日から１７日までの１４日間にしたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日から１７日までの１４日間に決定しました。 

 日程第３ 「会議録署名議員の指名」 

を行います。本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定によって、【内藤 逸子】君

及び【竹本 修】君を指名いたします。 

 日程第 ４ 議案第 ５号 「川南町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について」 

 日程第 ５ 議案第 ６号 「川南町児童プール条例の一部改正について」 

以上、２議案を一括議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めま

す。 

○町長(内野宮 正英君)  皆さんこんにちは。大変ご苦労さまでございます。それでは、議案第５

号及び議案第６号につきまして、その提案理由をご説明申し上げます。 

議案第５号は、育児休業法の一部改正により、人事院規則等の改正が行われ、平成２３年４月１日

から施行されることに伴い、川南町職員の育児休業等に関する条例の一部改正を行うものでござい
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ます。 

 次に、議案第６号は、川南町児童プール条例第２条の表に町内における児童プールを定めていま

すが、そのうち、浪掛児童プールについて、この地区の児童数の減によりほとんど使用されていない

状況にあり、地域安全面からも撤去の必要があり、条例の一部改正を行うものであります。 

 以上２議案、補足説明のある議案につきましては、担当課長に補足説明をさせますので、よろしく

ご審議の上ご決定いただきますようお願いをいたします。 

○議長(川越 忠明君)  補足説明があればこれを許します。 

○総務課長(吉田 一二六君)  議案第５号につきまして、その補足説明を申し上げます。この議案

は、人事院規則等の改正に伴い、非常勤職員の育児休業及び育児時間が改正され、平成２３年４

月１日から施行されることになりましたので、川南町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

するものでございます。この改正によりまして、非常勤の職員で引き続き在職している期間が１年以

上である非常勤職員について、育児休業等ができるようにするものでございます。第２条は、育児休

業をすることができない職員のうち、一定の要件を満たす非常勤職員以外の非常勤職員を追加す

るものでございます。本条に追加される職員は、育児休業法改正前におきましては、法律で育児休

業をすることができない職員として規定されていた「非常勤職員」に含まれていましたが、今回の法

改正で「非常勤職員」に育児休業を認めることとしたことを受けまして、任用の状況に照らして育児

休業をすることができない職員として条例に定めるものでございます。第２条の２は、非常勤職員が

育児休業をすることができる期間の末日において、該当する事由に応じて第１号から第３号までを新

設するものでございます。第２条の３は、第２条の２の新設に伴い繰り下げをするものでございます。

第３条は、再度の育児休業をすることができる特別の事情として、第６号で第２条の２第３号に該当

する場合に該当すること及び、第７号で任期の末日まで育児休業をしている非常勤職員が、任期の

更新または採用に伴い、引き続き育児休業をしようとすることとするものでございます。第１９条は、第

２号で部分休業を請求することができない職員として、一定の要件を満たす非常勤職員以外の非常

勤職員を追加するものでございます。第２０条第１項は、非常勤職員について部分休業を請求する

ことができることとしたことに伴う規定の整理を行うものでございます。第２項の追加は、非常勤職員

の部分休業の承認は、１日の勤務時間から５時間４５分を減じた時間の範囲内、最長２時間でござ

いますが、で行うものとし、育児時間を取得している場合には、当該範囲内で、２時間から育児時間

を減じた時間を超えない範囲内とするものでございます。以上で、補足説明を終わります。 

○議長(川越 忠明君)  以上で提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

 日程第 ６ 議案第 ７号 「第４次国土利用計画（川南町計画）について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長(内野宮 正英君)  それでは、議案第７号につきまして、その提案理由をご説明申し上げま

す。この議案は、国土利用計画法第８条の規定に基づき、長期にわたり適正かつ均衡ある土地利

用を確保することを目的として、川南町の区域における国土の利用に関する基本的事項を定めるも
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ので、川南町における土地利用に関する行政上の指針となるものでございます。宮崎県計画を基本

とし、第５次川南町長期総合計画基本構想に即した計画であり、川南町総合計画審議会に諮問し

て、答申をいただきましたので議会の議決をお願いするものでございます。 

 以上、よろしくご審議の上ご決定いただきますようお願いをいたします。 

○議長(川越 忠明君)  以上で提案理由の説明を終わります。 

 日程第 ７ 議案第 ８号 「平成２２年度川南町一般会計補正予算（第１１号）」 

 日程第 ８ 議案第 ９号 「平成２２年度川南町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）」 

 日程第 ９ 議案第１０号 「平成２２年度川南町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）」 

 日程第１０ 議案第１１号 「平成２２年度川南町営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第２号）」 

 日程第１１ 議案第１２号 「平成２２年度川南町下水道事業特別会計補正予算（第３号）」 

 日程第１２ 議案第１３号 「平成２２年度川南町介護保険特別会計補正予算（第４号）」 

 日程第１３ 議案第１４号 「平成２２年度川南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」 

 日程第１４ 議案第１５号 「平成２２年度川南町水道事業会計補正予算（第３号）」 

 以上、８議案を一括議題とします。朗読は省略します。８議案について、提案理由の説明を求めま

す。 

○町長(内野宮 正英君)  それでは、議案第８号から議案第１５号につきまして、その提案理由を

ご説明申し上げます。 

 議案第８号は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２億７，５０７万３千円を追加し、予算の

総額を歳入歳出それぞれ７５億４，５５８万８千円にするとともに、繰越明許費を設定し、地方債の変

更を行うものでございます。それでは、その主なものにつきまして歳入から順を追ってご説明申し上

げます。 

 まず、歳入でありますが、地方交付税は、２億６，０６３万７千円を計上いたしました。分担金及び負

担金は、３６３万２千円の増額で、土地改良区分担金、老人ホーム措置入所者等費用徴収金を計上

しました。使用料及び手数料は、４２４万６千円の減額で、温泉施設使用料の減額が主なものでござ

います。国庫支出金は、１，９６３万７千円の減額で、主なものは、障害福祉サービス費１，９２１万９千

円、子ども手当負担金８２８万８千円を減額し、住民生活に光をそそぐ交付金事業に９００万９千円を

計上いたしました。県支出金は、２，７０７万４千円の減額で、障害福祉サービス費９６０万９千円、保

育所運営費負担金２４８万５千円、後期高齢者保健基盤安定負担金６５５万２千円等の減額が主な

ものでございます。 

 寄附金は、６，９９７万９千円の増額で、宮崎県口蹄疫被害義援金市町村配分金６，５００万円、ふ

るさと納税分として４９７万９千円を計上いたしました。繰入金６８万４千円は、介護保険特別会計から

の繰入金でございます。諸収入は、１，５７５万２千円の増額で、主なものは、がん検診受診者負担

金４０８万３千円を減額し、過年度精算金等１，７０２万９千円を計上しました。町債は、事業費の確定

等により２，４７０万円減額をいたしました。 
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 次に歳出について、ご説明申し上げます。総務費は、４億４，１２２万２千円の増額で、主なものは、

財政調整基金に２億８，４８５万１千円、町債管理基金に１億円、川南町復興対策基金に７，２４２万

円を積み立てするものであります。次に、民生費は、７，５９３万１千円の減額で、主なものは、国民健

康保険事業特別会計繰出金を１，０９１万７千円増額し、老人ホーム入所措置費を５００万円、障害

福祉サービス費３，８００万円、後期高齢者医療特別会計繰出金９８３万９千円、私立保育園等委託

料１，９００万円、子ども手当１，０００万円等を減額するものでございます。衛生費は、２，０５４万８千

円の減額で、がん検診委託料８９０万円、塵芥収集業務委託料２００万円、西都児湯環境整備事務

組合負担金６１３万１千円の減額が主なものでございます。労働費は、緊急雇用創出事業１６１万１

千円を減額をいたしました。農林水産業費は、４，１２７万５千円の減額で、主なものは、国営土地改

良事業費２４５万９千円、県単調査計画事業の調査設計委託料６００万円、流域公益保全林整備事

業３４１万円、広域水産物供給基盤整備事業負担金２，５００万円を減額するものでございます。商

工費は、温泉施設費４０８万５千円の減額が主なものでございます。土木費は、道路新設改良費１６

７万７千円を増額し、下水道事業特別会計繰出金２０８万８千円を減額しました。消防費９７１万８千

円の減額は、東児湯消防組合負担金８６１万円の減額が主なものでございます。教育費は、９２１万

３千円の減額で、図書購入費３００万円、保健体育施設費１００万円、給食調理等業務委託料１１９

万５千円の減額等が主なものでございます。公債費は、平成２１年度に借入れしました町債の利率

確定に伴い、３３７万４千円を減額をいたしました。 

 次に、第２表繰越明許費について、ご説明申を申し上げます。きめ細かな臨時交付金事業は、国

の経済対策に基づき、平成２２年度事業として実施するものでありますが、期間が短いことや農業用

通水などで年度内に完了することが困難であります。 

また、まちづくり交付金事業は、都市計画決定や事業認可に日数を要すること、地方道路交付金事

業につきましても、口蹄疫の影響で年度内に完成することが困難であることから、翌年度に繰り越し

て事業が実施できるよう、議会の議決をお願いするものでございます。 

 第３表地方債補正は、それぞれ事業費確定等により限度額の変更を行うものでございます。 

 次に、議案第９号は、歳入歳出それぞれ８，３２０万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を２４億

７，２１９万４千円とするものでございます。歳入では、国民健康保険税を１，３６６万８千円、国庫支出

金を１，２６４万６千円、県支出金を２７５万３千円、また療養給付費交付金４７８万７千円、共同事業

費交付金３，９４３万３千円、繰入金１，０９１万８千円それぞれ増額し、諸収入９９万９千円を減額をい

たしました。歳出では、主に保険給付費を９，５８３万９千円増額し、共同事業拠出金１，３２２万９千

円を減額をいたしました。 

 次に、議案第１０号は、歳入歳出予算総額から、それぞれ１４４万円を減額し、歳入歳出予算の総

額を２，６０４万円とするものでございます。歳入では、使用料及び手数料１５万２千円を増額し、繰

入金１５９万２千円を減額をいたしました。また、歳出では、漁業集落排水施設整備事業費１４４万円

を減額するものでございます。 



- 8 - 

 

 次に、議案第１１号は、歳入歳出予算総額から、歳入歳出それぞれ５０万円を減額し、歳入歳出予

算の総額を１，０２２万５千円とするものでございます。歳入では、使用料及び手数料５０万円を減額

し、また、歳出では、営農飲雑用水施設整備事業費５０万円を減額するものでございます。 

 次に、議案第１２号は、歳入歳出予算総額に、それぞれ７６万７千円を増額し、歳入歳出予算総額

を１億３，６８０万４千円とするものでございます。歳入では、分担金及び負担金２３７万２千円、使用

料及び手数料２６万５千円、財産収入２１万１千円、諸収入７千円をそれぞれ増額し、繰入金２０８万

８千円を減額いたしました。また、歳出では、下水道事業費７６万７千円を増額するものでございま

す。 

 次に、議案第１３号は、歳入歳出それぞれ６，３５７万５千円を減額し、歳入歳出予算の総額を１２

億５４３万７千円とするものでございます。歳入につきましては、保険料２２５万２千円、分担金及び負

担金４４万８千円、国庫支出金２，６１１万１千円、支払基金交付金２，９２４万９千円、県支出金１，４７

６万２千円をそれぞれ減額し、財産収入２万７千円、繰入金８３３万７千円、諸収入８８万３千円をそ

れぞれ増額計上するものでございます。歳出につきましては、総務費６９万５千円、保険給付費を６，

０４０万円、諸支出金２５１万２千円をそれぞれ減額し、基金積立金３万２千円を追加計上するもので

ございます。 

 次に、議案第１４号は、歳入歳出それぞれ１，６４４万円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億３，２

３２万６千円とするものでございます。歳入の主なものでは、後期高齢者医療保険料を６５６万６千円、

繰入金９８３万９千円をそれぞれ減額し、歳出では後期高齢者広域連合納付金１，５３０万２千円を

減額計上いたしました。 

 次に、議案第１５号は、収益的収入１款１項の営業収益２１２万２千円を減額し、収入の総額を３億

７，４２９万円。また、収益的支出では、１款１項の営業費用５，１３７万８千円と同款３項、特別損出９

万８千円をそれぞれ増額し、支出の総額を３億６，４４７万６千円といたしました。次に、資本的収入で

ございますが１款２項の負担金１１２万５千円を増額し、資本的収入の総額を４，６１２万７千円とする

ものでございます。 

 以上８議案、補足説明のある議案につきましては、担当課長に補足説明をさせますのでよろしくご

審議の上、ご決定いただきますようお願いをいたします。 

○議長(川越 忠明君)  補足説明があればこれを許します。 

○総務課長(吉田 一二六君)  議案第８号の歳入及び総務課に関連する歳出につきまして、その

補足説明を申し上げます。１ページをお願いいたします。今回、２億７，５０７万３千円を追加して総

額が、７５億４，５５８万８千円となりまして、前年同時期予算に比べまして金額で９億６４６万１千円、

率にして１３．７％の増となっております。これは、国の経済対策や子ども手当の創設及び、口蹄疫、

高病原性鳥インフルエンザ対策などが主な要因となっております。１１～１２ページをお願いいたしま

す。９款１項１目、地方交付税は、追加交付されました普通交付税８，０２３万７千円、１２月交付の特

別交付税１億８，０４０万円を計上いたしました。特別交付税のうち、今回口蹄疫関連分としましては、
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１億４，８６６万８千円が交付されております。１２款１項３目１節、商工施設使用料は、口蹄疫により温

泉施設を閉鎖したことにより減額となっております。１３～１４ページをお願いいたします。１３款の国

庫支出金から次ページの１４款の県支出金は、それぞれ事業費の決定や見込み等により増減をす

るものでございます。２１～２２ページをお願いいたします。１６款１項１目１節、一般寄附金は、畜産

農家への支援につながる事業を実施する財源としまして、宮崎県口蹄疫被害義援金市町村配分金

６，５００万円、ふるさと納税分として４９７万９千円を計上をいたしました。１９款５項３目１節、雑入の

過年度精算金１，７０２万９千円は、都農川南葬祭センター６９万６千円、西都児湯環境整備事務組

合６１５万８千円、後期高齢者医療給付費市町村負担金１，０１７万５千円など、過年度の精算金を

計上いたしたところでございます。２３～２４ページをお願いいたします。２０款、町債は、それぞれ事

業費が確定しましたので借入額を減額するものでございます。なお、歳入項目で、歳出と関連する

部分につきましては、それぞれ関係所管課等があわせて説明をいたします。２５～２６ページをお願

いいたします。２款１項３目１３節、委託料２００万１千円は、口蹄疫の影響で現場での評価作業が出

来なかったため減額をするものでございます。なお、新年度で評価を実施していくことにしておりま

す。５目２５節、積立金３億８，２４１万円は、財政調整基金に２億８，４８５万１千円、町債管理基金に

１億円を積み戻しするものでございます。ふるさと振興基金２４４万１千円の減額は、ふるさと納税とし

ての寄附でありますが、その使途を口蹄疫の復興に限定された分を減額し、川南町復興対策基金

に積み立てをするものでございます。６目２５節、川南町復興対策基金７，２４２万円は、県からの一

括配分６，０００万円と追加配分５００万円、ふるさと納税としまして町に寄せられた寄附金の内、口蹄

疫復興に限定された７４２万円を積み立てるものでございます。４３～４４ページをお願いします。９款

１項２目１９節、負担金補助及び交付金２００万３千円は、消火栓設置及び改修を行うものでございま

す。以上で、補足説明を終わります。 

○総合政策課長(諸橋 司君)  議案第８号、総合政策課関係につきまして、その補足説明を申し

上げます。２５、２６ページをお願いいたします。２款１項２目１１節、需用費の内印刷製本費１４４万５

千円の減額は、口蹄疫発生により広報かわみなみの発行を年５回から４回に減らしたことにより減額

するものでございます。６目１３節、委託料１０２万８千円の減額は、コミュニティバス運行実績見込額

により減額するものでございます。２７、２８ページをお願いいたします。１０目１３節、委託料１３０万円

の減額は、平成１５年購入の職員用ノートパソコンの保守料を１年分計上しておりましたが、平成２３

年１月からパソコンをリースに切りかえたことにより減額するものでございます。１１目９節、旅費９６万

円の減額は、口蹄疫で区長の県外研修が中止になったことにより減額するものでございます。３９、４

０ページをお願いいたします。７款１項２目１９節、負担金補助及び交付金１７万９千円は、東児湯職

業訓練校負担金で、今年度は男性１３人、女性１０人、計２３人が入校をしております。４目、温泉施

設４０８万５千円の減額は、口蹄疫と大腸菌発生により約４カ月間臨時休業したことにより減額するも

のでございます。以上で、補足説明を終わります。 

○税務課長(篠原 浩君)  議案第８号、税務課関係につきまして、その補足説明を申し上げます。
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２７、２８ページをお願いします。２款２項２目１３節、委託料、住民税システム口蹄疫被害対応改修

委託９２万４千円は、口蹄疫の手当全の所得の取り扱いに伴います住民税のシステム改修費です。

住民税、所得税につきましては、免税所得の取り扱いとなりましたが、国民健康保険税、介護保険

料等の住民税所得を参照する業務につきましては、口蹄疫の手当金所得の取り扱いが不明である

ため、牛の免税所得と区別するためのシステム改修経費でございます。国の方向性が決まり次第対

応するため、今回の予算に計上し、年度内の完了が困難なため繰越明許に計上いたしましておりま

す。以上で、補足説明を終わります。 

○健康福祉課長(米田 正直君)  議案第８号、健康福祉課関係につきまして、その補足説明を申

し上げます。３２ページをお願いいたします。３款１項３目、老人福祉費６３２万２千円の減額は、実績

見込み及び確定による減額計上でございます。４目２８節、繰出金１２４万４千円は、平成２１年度分

で訪問給食の補助額対応の増による介護保険会計への精算繰出金でございます。５目、障害福祉

費４，１５０万９千円の減額は、実績見込みによる減額で、主なものは障害福祉サービス費３，８００万

円の減額で、理由といたしましては当初に制度改正によりまして低所得者の利用者負担が０円という

ことで利用者の増を過大に見積もって、過大積算していたためでございます。３４ページをお願いい

たします。３款２項１目１３節、委託料の４１万６千円は、平成２３年度制度改正対応の子ども手当シス

テム改修委託料でございます。２目１３節１，９００万円の減額は、私立保育園等の委託料の実績見

込みによる残額であります。当初予算に対し、６．８％の減額でございます。２０節の扶助費１，００１

万円の減額のうち、子ども手当は１，０００万円の減額で、実績見込みの残額であります。当初予算

に対し３．２％の減額であります。３６ページをお願いいたします。４款１項１目、保健衛生総務費５１

万２千円の減額は、実績見込みによるものであります。２目１３節、委託料１４万９千円は、新型インフ

ルエンザワクチン接種の不足が見込まれますので追加計上するものであります。３目、健康増進事

業費９１２万円の減額の主なものは、委託料のがん検診委託料８９０万円の減額で、理由といたしま

しては口蹄疫により予定していた検診ができなかったためでございます。以上で、補足説明を終わり

ます。 

○農林水産課長(押川 義光君)  議案第８号、農林水産課関係につきまして、その補足説明を申

し上げます。３７、３８ページをお願いいたします。６款１項３目８節、報償費５０万円の減額は、尾鈴

畑作営農調査委託事業の品目を減らしたことによるものでございます。１９節、負担金補助及び交付

金中、融資主体型補助事業補助金１７８万１千円の減額は、事業費確定によるものでございます。

同じく負担金補助及び交付金中、５７万８千円は、尾鈴地域水田農業推進協議会が実施しておりま

す米戸別所得補償モデル事業に関し、一部国の補助対象外とされたことに伴うものでございます。

３９、４０ページをお願いいたします。６款２項２目１３節、委託料の流域公益保全林整備事業３４１万

円の減額は、県が進めました未植栽地植栽事業の対象から外れることとなったためのものでござい

ます。以上で、補足説明を終わります。 

○農村整備課長(横尾 剛君)  議案第８号、農村整備課関係につきまして、その補足説明を申し
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上げます。３８ページをお願いいたします。６款１項１１目、国営土地改良事業費、１３節、委託料６０

０万円の減額は、県単調査計画事業(通山・坂の上地区)が昨年の口蹄疫の影響で事業実施できず、

次年度にずれ込んだためのものです。１９節負担金補助及び交付金の２４５万９千円の減額は、県

営事業費にかかる事務費経費が削減されため、尾鈴北第１地区及び北第２地区の負担金もそれに

合わせて減額するものでございます。以上で、補足説明を終わります。 

○生涯学習課長(吉田 喜久吉君)  議案第８号、生涯学習課関係につきまして、その補足説明を

申し上げます。４３、４６ページをお願いいたします。１０款４項３目１８節、備品購入費３００万円の減

額は、１月の臨時議会でご決定いただきました「住民生活に光をそそぐ交付金事業」への組み替え

によるものでございます。５項２目１１節、需用費１００万円の減額は、運動公園関係の光熱水費実績

見込み額により減額するものでございます。以上で、補足説明を終わります。 

○町民課長(佐藤 弘君)  それでは、議案第９号につきまして、その補足説明を申し上げます。国

保補正予算の７、８ページをお願いいたします。まず歳入の主なものからですが、１款１項１目の一

般被保険者国民健康保険税、及び２目の退職者被保険者等国民健康保険税の増額はそれぞれ実

績見込みにより計上いたしております。９～１０ページをお願いします。４款、国庫支出金、１項１目、

療養給付費負担金の３７１万７千円の減額、２項１目、財政調整交付金１，５５４万４千円の増額及び

次ページの５款１項１目、療養給付費交付金４７８万７千円の増額も、それぞれ交付金等の決定及び

確定により計上していおります。下段の７款２項２目都道府県財政調整交付金１８５万４千円の増額

も、前年の実績をもとに、交付決定通知のあったものでございます。１３、１４ページをお願いいたしま

す。８款１項の高額医療費共同事業交付金２，３５９万４千円、高額医療費の保険財政共同安定化

事業交付金１，５８３万９千円は、同事業のそれぞれ拠出金確定により計上しております。１０款１項１

目１節、保険基盤安定繰入金追加１，０９１万８千円の増額は交付通知によるものでございます。１２

款４項２目の雑入は、退職被保険者等第三者納付金につき、見込みが無いために減額をしておりま

す。 

 次に歳出ですが、１５、１６ページをお願いいたします。２款１項１目、一般被保険者療養給付費４，

５６５万８千円、２目、退職被保険者療養給付費９６０万円の増額は、本年度の医療費の実績見込み

によるものでございます。一般被保険者療養費、一般被保険者高額療養費、及び次ページの退職

被保険者高額療養費についても、それぞれ増額して見込み計上をしております。１９、２０ページを

お願いいたします。７款１項、共同事業拠出金、高額療養費拠出金、保険財政安定化事業拠出金

の増減は、それぞれ国保連合から決定通知されたものでございます。以上で、補足説明を終わりま

す。 

○上下水道課長(河野 秀二君)  議案第１５号につきまして、その補足説明を申し上げます。１ペ

ージをお願いいたします。第２条の収益的収入の１款１項の営業収益の２１２万２千円の減は、受託

工事収益と他会計負担金の減によるものです。また、収益的支出の１款１項の営業費用５，１３７万８

千円の増額は、固定資産除却によるもので、水道管や電気計装設備が主であります。また、３項の
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特別損出９万８千円は、過年度修正損で平成１６年度の不納欠損であります。以上で、補足説明を

終わります。 

○議長(川越 忠明君)  以上で提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

 日程第１５ 議案第１６号 「平成２３年度川南町一般会計予算」 

 日程第１６ 議案第１７号 「平成２３年度川南町国民健康保険事業特別会計予算」 

 日程第１７ 議案第１８号 「平成２３年度川南町漁業集落排水事業特別会計予算」 

 日程第１８ 議案第１９号 「平成２３年度川南町営農飲雑用水事業特別会計予算」 

 日程第１９ 議案第２０号 「平成２３年度川南町下水道事業特別会計予算」 

 日程第２０ 議案第２１号 「平成２３年度川南町介護認定審査会特別会計予算」 

 日程第２１ 議案第２２号 「平成２３年度川南町介護保険特別会計予算」 

 日程第２２ 議案第２３号 「平成２３年度川南町後期高齢者医療特別会計予算」 

 日程第２３ 議案第２４号 「平成２３年度川南町水道事業会計予算」 

以上、９議案を一括議題といたします。朗読は省略します。本９議案について、提案理由の説明を

求めます。 

○町長(内野宮 正英君)  それでは、議案第１６号から議案第２４号につきまして、その提案理由を

ご説明申し上げます。 

 まず、議案第１６号でございますが、国は、「経済成長」、「財政健全化」、「社会保障政策」を一体

的に実現し、元気な日本を復活させるための礎を築く必要があるとして、「新成長戦略」を着実に推

進すると同時に、「財政運営戦略」を定めた財政規律の下に、成長と雇用拡大を実現することとして

おります。 

 地方財政は、企業収益の回復等により、地方税収入や地方交付税の原資となる国税収入が増加

する一方、社会保障関係の自然増や公債費が高い水準で推移すること等により、定員純減や人事

委員会勧告等の反映に伴い、給与関係経費が大幅に縮小してもなお、依然として大幅な財源不足

が生じるものと見込まれております。このため、財政運営戦略に基づき、社会保障費の自然増に対

応する地方財源の確保を含め、地方の安定的な財政運営に必要となる地方の一般財源総額につ

いて、平成２２年度の水準を下回らないよう確保することを基本として平成２３年度の地方財政への

対応を行うとされております。 

 一方、本町の財政状況は、口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザによる町税の減収や国民健康保

険税の減収に伴い、国民健康保険事業特別会計への一般会計からの繰り出し等により、従前よりも

厳しい財政運営を強いられることが見込まれます。 

 このような状況の中、本町の平成２３年度当初予算編成にあたっては、町長の改選期に当たります

ので、骨格予算を編成しております。したがいまして、経常経費を主体に予算計上しておりますが、

事業費につきましては、継続的に実施されるもの及び、国・県補助事業のうち、事業執行上当初予

算に計上しなければ支障が生じるもの等につきまして、計上をいたしました。 
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 このようなことから、平成２３年度の歳入歳出予算の総額は、６１億２，２００万円となり、平成２２年度

当初予算に比べて３．３％の減となりました。 

 それでは、第１表、歳入歳出予算から順次ご説明を申し上げます。町税は、１３億３０２万３千円の

計上で、口蹄疫被害による町民税の減収が見込まれ、対前年度比４．５％減となっております。地方

譲与税は、１億２，０９８万９千円の計上、利子割交付金は、３１２万５千円、配当割交付金を６６万８

千円、株式等譲渡所得割交付金は、２２万９千円を計上いたしました。地方消費税交付金は、１億２，

９５１万４千円の計上で、１７．５％の増、自動車取得税交付金は、２，１０５万７千円の計上で８８．９％

の増額となっております。これは自動車取得税交付金の地方への配分が増額となったこと及び、自

動車取得税の減税で購入者が増えたこと等が主な要因でございます。地方特例交付金は、２，８４８

万６千円を計上しました。地方交付税は、地方の財源不足の状況を踏まえた別枠加算等により６．

２％増の２３億７，０６０万２千円を計上いたしました。交通安全対策特別交付金は、２８９万９千円、分

担金及び負担金は、１億５２４万７千円で８．９％の増、使用料及び手数料は、１億２，５４７万７千円

を計上しました。国庫支出金は、６億１７１万５千円の計上で、前年度に実施しました地域介護・福祉

空間整備等施設整備事業等により５．５％の減となりました。県支出金は、５億３，５４７万６千円の計

上で、前年度事業の民生安定漁業施設整備事業等で４．９％の減でございます。財産収入は、１，１

１４万８千円、繰入金は、平成２３年度当初予算で、町債管理基金の繰入が無いため、２億１，７８４

万７千円の計上で、１７．９％の減となっております。繰越金は、前年度と同額の１，０００万円、諸収

入は、６，３１７万２千円を計上いたしました。町債は、４億７，１３２万４千円の計上で、臨時財政対策

債の減額により、２４．５％の減となりました。 

 次に歳出についてご説明申し上げます。議会費は、１億３１２万７千円の計上で、議員２名削減の

報酬と地方議会議員年金制度が６月１日に廃止されることに伴い、共済費３，１１８万９千円を計上い

たしました。総務費は、９億２，２５１万７千円の計上で、人件費のほか、主なものは、まちづくり交付

金事業に１億７，４８７万５千円、口蹄疫被害復興支援対策費に１，５００万円、平成２３年度実施予定

の選挙費に１，７６４万９千円を計上いたしました。民生費は、２１億７，６３６万９千円の計上で、主な

ものは、国民健康保険事業特別会計繰出金として、１億７，２２２万９千円、老人ホーム入所措置費

に９，９４８万１千円、介護保険費繰出金に１億８，１６１万８千円、障害福祉サービス費に１億９，２８０

万３千円、後期高齢者医療療養給付費負担金に１億６，１０４万６千円を計上し、児童措置費の私立

保育園等委託料に２億６，０４６万６千円、子ども手当に４億５９０万円を計上いたしました。衛生費は、

４億６，９６９万円の計上で、主なものは、妊婦健康診査委託料１，５２３万２千円、予防接種委託料１，

８００万円、子宮頸がん等ワクチン接種委託料３，９５４万６千円、がん検診委託料１，９９５万３千円、

生活廃水対策費として、合併処理浄化槽設置整備事業補助金に１，７５５万４千円、西都児湯環境

整備事務組合負担金１億４，６９７万８千円、川南都農衛生組合負担金６，２０６万２千円等でござい

ます。労働費には、緊急雇用創出事業・ふるさと雇用創出事業費に４，９９２万４千円を計上いたしま

した。次に農林水産業費は、５億５，０２１万５千円の計上で、主なものは、川南町園芸特産振興対
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策事業に２００万円、川南町優良家畜導入事業補助金に１億２，７６０万円、消費・安全対策交付金

事業に８５７万５千円、耕地整備関連事業補助金として１，３０６万３千円、国営造成施設管理体制整

備促進事業１，９２０万２千円、宮崎県営尾鈴北第１地区負担金２，５２６万４千円、尾鈴土地改良事

業基金３，５００万円、漁業集落排水事業特別会計繰出金１，４３２万８千円、広域水産物供給基盤

整備事業負担金に３，９００万円等を計上いたしました。商工費は、７，０５４万４千円の計上で、商工

会経営振興費補助金４５０万円、商工業振興貸付金２，０００万円、温泉施設費２，１７９万円等でご

ざいます。土木費は、３億３，６７４万８千円の計上で、主なものは、道路維持費に３，４４０万９千円、

道路新設改良費に１億３，３３６万１千円、下水道事業特別会計繰出金に８，９５８万７千円を計上い

たしました。消防費は、２億２，４３０万１千円の計上で、東児湯消防組合負担金１億８，８２７万９千円

が主なものでございます。教育費は、４億５，５７２万２千円の計上で、主なものは、文化ホールの施

設管理費として３，６７０万９千円、図書館費に１，６２８万１千円、学校給食調理等業務委託料に３，

１１４万円を計上いたしました。災害復旧費は、事務経費と測量委託料の計上でございます。公債費

は、元利償還金として７億５，２７９万８千円、予備費に８００万円を計上いたしました。次に第２表、債

務負担行為は、まちづくり事業の効果分析調査業務委託の期間及び限度額を、第３表、地方債に

つきましては、歳出予算に計上しております事業のうち、町債を充てるものについて、その限度額を

定めるものでございます。 

 次に、議案第１７号は、健康づくり運動、特定健診受診率のアップ事業等いろいろと医療費の削減

を目指した努力はしているものの、依然として全国的傾向と同様に川南町の医療費は増加傾向にあ

ります。そんな中、平成２３年度、またそれ以降の当会計予算については非常に厳しく想定をしてい

まして、町、県、国可能な限りの支援の努力をし、また要請してきておりますが、被保険者の皆様に

も相応のご負担は避けられないかと予想しておるところでございます。新年度予算につき、歳入歳出

それぞれ２４億１，２５０万５千円とし、一時借入金の借入限度額を１億２，０００万円と定めるものでご

ざいます。 

 歳入からですが、国民健康保険税は、被保険者１人当たりの税額を、前年と同額で暫定的に見込

み計上いたしています。なお本算定は６月に行います。その他、国庫負担金等は、定率により算出、

共同事業交付金は、平成２２年度実績見込み額により算定をいたしました。 

 歳出では、保険給付費を平成２２年度実績見込み額により推定し、計上をいたしました。後期高齢

者支援金、介護納付金、共同事業拠出金はそれぞれ国保連合会、社会保険診療報酬支払基金の

算定額及び平成２２年度実績見込みにより計上をいたしました。 

 次に、議案第１８号は、歳入歳出の総額をそれぞれ２，３９３万１千円に定めるものでございます。

予算の総額を前年度と比較しますと、金額で３３４万９千円、率で１２．３％の減となっております。そ

れでは、歳入歳出の主なものについてご説明いたします。 

 歳入では、使用料９６０万１千円、一般会計繰入金１，４３２万８千円。また、歳出では、漁業集落排

水施設整備事業費９３４万５千円、公債費１，４４８万６千円の予算計上でございます。 
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 次に、議案第１９号は、歳入歳出の総額をそれぞれ９２７万２千円と定めるものでございます。予算

総額を前年度と比較しますと金額で２５万３千円、率にして２．７％の減となっております。それでは、

歳入歳出の主なものについてご説明いたします。 

 歳入では、使用料及び手数料３７０万１千円、繰入金５５６万７千円。また、歳出では、営農飲雑用

水施設整備事業費４８７万７千円、公債費４１９万５千円の予算計上でございます。 

 次に、議案第２０号は、歳入歳出の総額をそれぞれ１億２，８５４万２千円と定めるものでございます。

予算総額を前年度と比較しますと、金額で６４２万５千円、率にして４．８％の減となっております。そ

れでは、歳入歳出の主なものにつきましてご説明いたします。 

 歳入では、使用料及び手数料３，８４０万２千円、一般会計繰入金８，９５８万７千円。また、歳出で

は、下水道事業費５，５９０万６千円、公債費７，２５３万６千円の予算計上でございます。 

 次に、議案第２１号は、歳入歳出それぞれ４４４万３千円と定めるものでございます。前年度予算と

比較しますと、金額で７千円、率にいたしまして０．１６％の減となっております。 

 歳入の主なものは、繰入金４４４万１千円で、介護保険特別会計からの繰入金であります。歳出の

主なものは、介護認定審査会委員報酬２９０万５千円、事務補助賃金１２５万４千円でございます。 

 次に、議案第２２号は、歳入歳出それぞれ１２億１，１６３万７千円と定めるものでございます。前年

度予算と比較いたしまして、金額で１，１５７万６千円、率にいたしまして１％の増となっております。 

 まず、歳入の主なものですが、保険料は、０．１％減の１億９，８５１万７千円、分担金及び負担金９

３３万３千円、国庫支出金３億５６９万１千円、支払基金交付金３億４，３２２万３千円、県支出金１億７，

０１４万４千円、繰入金として一般会計繰入金１億８，１６１万４千円、基金繰入金３０６万９千円を計上

いたしました。 

 次に歳出の主なものは、総務費１，８３８万２千円、保険給付費１１億３，９２４万２千円、基金積立金

５８０万７千円、地域支援事業費３，９４９万８千円、諸支出金４５４万２千円を計上をいたしました。 

 次に、議案第２３号は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億５，２３８万６千円と定めるものでござい

ます。歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料、９，４４８万円、繰入金に５，７６５万円を計上いた

しました。歳出の主なものは、総務費に２２４万円、後期高齢者広域連合納付金に１億４，８９４万６千

円をそれぞれ計上いたしました。 

 次に、議案第２４号は、第２条の業務の予定量として、給水戸数を前年度比で１０戸減の６，３００戸、

また、年間総配水量を平成２２年度実績見込みから２２３万８千立方メートルとし、１日平均配水量を

６，１３２立方メートルとして経営目標を定めました。 

 第３条の収益的収入及び支出につきましては、収入の水道事業収益を前年度と比較しますと６％

減の３億５，３７０万５千円。また、支出の水道事業費用は１％減の３億８４１万８千円を計上いたしま

した。 

 次に、資本的収入及び支出につきましては、資本的収入を５，０００万２千円。資本的支出を２億７

１万７千円にて計上をいたしました。したがいまして、不足する１億５，０７１万５千円は、損益勘定留
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保資金や繰越利益剰余金から補てんするものでございます。 

 次に、第５条の一時借入金の限度額を３，０００万円と定め、また、第６条の議会の議決を経なけれ

ば流用することの出来ない経費を職員給与費で４，３８０万１千円、交際費で２万円とし、第７条のた

な卸しの購入限度額を１７７万７千円と定めるものでございます。 

 以上９議案、補足説明のある議案につきましては、担当課長に補足説明をさせますのでよろしくご

審議の上、ご決定いただきますようお願いをいたします。 

○議長(川越 忠明君)  しばらく休憩します。午後の会議は１時からとします。 

午前１１時４７分休憩 

午後 １時００分再開 

○議長(川越 忠明君)  会議を再開します。休憩前に引き続き会議を続行します。 

 補足説明があればこれを許します。 

○総務課長(吉田 一二六君)  議案第１６号の歳入及び総務課、選挙管理委員会に関連する歳

出につきまして、その補足説明を申し上げます。１４～１５ページをお願いします。１款１項、町民税

は、口蹄疫による減収が見込まれ、前年度比１５．１％の減、２項、固定資産税は、償却資産の減に

より、１．４％の減、３項、軽自動車税は、２．７％増で見込み計上をしております。１６～１７ページを

お願いします。４項、町たばこ税は、平成２２年１０月１日から、１本当たり３．５円（うち市町村分１．３２

円）の税率引き上げに伴い、２７．１％増の１億２，５７８万１千円を計上しております。２款１項、地方

揮発油譲与税から次ページの８款１項、地方特例交付金までは、平成２２年度交付税算定数値を基

に見込み計上をしております。９款、地方交付税は、地方自治体に交付される総額は、前年度比４，

７９９億円、２．８％の増となっておりますが、本町においては、口蹄疫による町税の減収や平成２２年

度に創設されました「雇用対策・地域資源活用推進費」が、平成２５年度まで措置されること等から６．

２％増の２３億７，０６０万２千円を計上したところでございます。２０～２１ページをお願いします。１０

款、交通安全対策特別交付金は、前年度並みで計上しました。１１款、分担金及び負担金から、１４

款、県支出金については、歳出の項目と関連がありますので、歳出の説明の中で、各所管課長等

が説明をいたします。３４～３５ページをお願いします。１４款３項１目４節、選挙費委託金は、県議会

議員選挙の委託金を計上しております。３６～３７ページをお願いします。１５款、財産収入は、町有

地、建物などの貸付収入や各種基金の利子及び配当金を計上しております。３８～３９ページをお

願いします。１７款２項、基金繰入金は、財源調整のため、財政調整基金、人づくり交流基金、川南

町復興対策基金、川南町住民生活に光をそそぐ基金を取り崩しまして、それぞれ繰り入れをするも

のでございます。４０～４１ページをお願いします。１９款３項１目、総務貸付金元利収入は、漁業集

落排水事業会計の起債の償還財源として貸付を行った返戻分、２目、衛生貸付金元利収入は、宮

崎県環境整備公社への貸付の返戻分を、３目、農林水産業貸付金元利収入の林業対策資金貸付

金は、児湯広域森林組合への貸付分の返戻分、４目、商工貸付金元利収入は、宮崎県信用保証
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協会への貸付金並びに地域総合整備資金貸付金、ホテル竹乃屋分でございますが、これの返戻

分でございます。４２～４３ページをお願いします。５項３目、雑入の主なものは、がん検診受診者負

担金６７２万５千円、児湯食鳥が利用しております工業用水施設の使用料３７８万１千円、かわみな

み音楽合衆国づくり事業入場料１５６万円などを計上しております。４４～４５ページをお願いします。

２０款、町債は、総務債、農林水産業債、土木債をそれぞれの事業の財源として起債するとともに、

後年度に元利償還金が交付税措置されます臨時財政対策債を計上しております。 

 次に、歳出についてご説明いたします。１款の議会費から１０款教育費の項目に人件費を計上して

おりますが、全体の説明を１６８ページの給与明細書でご説明いたします。一般職につきましては、

退職者が９名、うち再任用が１名ですが、採用者が７名となり、差し引き２名の減で職員数が１６７名と

なりまして、給与費等が３，１３０万９千円の減となっております。戻りまして、４６～４７ページをお願い

いたします。２款１項１目、一般管理費４億３，７９１万１千円は、次ページの市町村職員共済組合費

や町村総合事務組合の負担金が主なものでございます。５０～５１ページをお願いします。３目、財

政管理費１，１０３万６千円は、庁舎内の一般事務費と、口蹄疫の影響により前年度に出来なかった

新公会計制度に伴う財務諸表関連委託料を計上しております。５２～５３ページをお願いします。５

目、財産管理費４，５６２万２千円は、庁舎、公用備品等の維持・管理・保守に要する経費を、次ペー

ジの町債管理基金は、漁業集落特別会計からの返戻金の積立などを計上しております。５８～５９ペ

ージをお願いします。１１目、諸費中２３節、償還金利子及び割引料の２００万円は、国、県の補助金

など過年度分の精算返還金を前年度と同額を計上しております。６４～６５ページの２款４項、選挙

費は、平成２３年度に予定されております県議会議員選挙、町長・町議会議員選挙、尾鈴北土地改

良区総代選挙、農業委員会委員選挙の経費などを計上しております。１３６～１３７ページをお願い

します。９款１項１目、非常備消防費２億１，８１５万円は、東児湯消防組合負担金１億８，８２７万９千

円が主なものでございます。１６４～１６５ページをお願いします。１２款１項、公債費は、町債の元利

償還金で前年度比２．３％の減となっております。詳細につきましては、１７３ページを参照していた

だければと思っております。１３款１項、予備費は、前年度と同額を計上いたしております。以上で、

補足説明を終わります。 

○総合政策課長(諸橋 司君)  議案第１６号総合政策課関係につきまして、その補足説明を申し

上げます。５４～５７ページをお願いいたします。２款１項６目１３節、委託料のうち１４０万円は、まち

づくり交付金事業で義務付けられております、事業効果分析調査業務委託料で、平成２３年度分の

予算計上でございます。平成２４年度の事業最終年度に事後評価を実施して、都市再生整備計画

に定めた目標がどの程度達成されたか等の成果を検証し、今後のまちづくりの方策を検討するもの

でございます。１５節、工事請負費１億６，１１０万円は、町道上町・南中須線道路改修工事と高森近

隣公園整備工事の予算計上でございます。１７節、公有財産購入費２５０万円は、高森・運動広場線

の土地購入費の予算計上でございます。１９節、負担金補助及び交付金のうち１００万円は、高森・

運動広場線の水道管布設替負担金、それから、１，５００万円は、住宅リフォーム助成事業補助金の
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予算計上でございます。２２節、補償補てん及び賠償金１００万円は、高森・運動広場線の立木補償

の予算計上でございます。１３２、１３３ページをお願いいたします。８款３項３目１１節、需用費のうち

修繕料にサーフィンセンター給湯設備修繕費１４０万円と伊倉浜自然公園給水施設修繕費１７０万１

千円の予算計上をしております。以上で，補足説明を終わります。 

○税務課長(篠原 浩君)  議案第１６号税務課関係につきまして、その補足説明を申し上げます。

６２、６３ページをお願いします。中段になりますが、２款２項２目１３節、委託料中、固定資産評価替

えに係るデータ更新業務委託料２１５万円でございますが、平成２４年度が、土地、家屋の３年ごとに

評価を見直す評価替えの基準年度に当たりますので、その前年に新しい路線価図を作成するため

の委託経費でございます。以上で、補足説明を終わります。 

○健康福祉課長(米田 正直君)  議案第１６号健康福祉課関係につきまして、その補足説明を申

し上げます。７４ページ～７９ページをお願いしたいと思いますが、順次説明させていただきます。３

款１項１目、社会福祉総務費は２億６，４４３万８千円で、昨年度比５．５％の減であります。主なもの

は１９節、負担金補助及び交付金２，１８１万９千円の内、社会福祉協議会補助金１，５０５万４千円で、

昨年度比０．３％の減額計上であります。同３目の老人福祉費１億２，７９９万１千円で、昨年度比３６．

９％の減であります。要因は特別養護老人ホームフェニックスに対する県の補助７，８００万円が昨年

度は計上されていたためであります。主なものは１９節、負担金補助及び交付金１，２８７万２千円の

内、シルバー人材センターヘの補助金８５０万円で昨年度と同額を計上しております。２０節、扶助

費１億３３１万７千円の内、老人ホーム入所措置費９，９４７万７千円で昨年度比４％の増であります。

４目、介護保険費１億８，１６１万８千円で昨年度比０．６％の増であります。介護保険会計への繰出

金計上であります。８０～８３ページをお願いしたいと思います。５目、障害福祉費２億７，１２７万７千

円で、昨年度比５．５％の減であります。主なものは、１３節、委託料４７８万８千円の内、障害者計画

見直し業務委託２５２万８千円、障害者相談支援事業委託１９４万円、２０節、扶助費２億５，９０１万９

千円の内、障害福祉サービス費１億９，２４１万３千円、特定障害者特別給付費６３０万円、自立支援

医療費９００万円、補装具４９２万円、地域生活支援事業各種給付費９６４万２千円、任意事業３，６６

２万４千円であります。８２ページ～８７ページをお願いしたいと思いますが、３款２項１目、児童福祉

総務費は２，９１６万７千円の計上で、昨年度比１４．１％の増であります。主なものは１５節、工事請

負費２７０万円で、浪掛児童プールの解体工事、１９節、負担金補助及び交付金１，２０２万円の内、

延長保育事業補助金９８０万円、一時預かり事業補助金１０４万円、休日・夜間保育事業補助金１１６

万１千円であります。２目、児童措置費は６億６，６３６万６千円で昨年度比７．６％増であります。１３

節、委託料２億６，０４６万６千円は、私立保育園、町外の保育園に対する委託料でございます。２０

節、扶助費の４億５９０万円は、子ども手当で３歳未満４５０人、３歳以上１，９５０人分でございます。３

目、保育所費は３億３，１８０万８千円で、昨年度比１．８減であります。主なものは、７節、賃金６，４４

８万３千円で業務補助賃金の臨時職員３３人分、パート職員３人分、調理業務補助賃金の臨時職員

２人分、６時間パート３人分、４時間パート２人分であります。１１節、需用費３，４５６万６千円の主なも
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のは、賄材料費の２，５６９万円であります。１５節、工事請負費３６０万８千円は、中央保育所のデッ

キポートの設置工事であります。４目、母子福祉費は３，４６７万７千円計上で、昨年度比０．５％の増

であります。主なものは、２０節、扶助費３，２６４万円で乳幼児医療費２，６６４万円、ひとり親家庭医

療費６００万円であります。８８ページ、８９ページをお願いいたします。同５目、児童館費は３，０２５

万５千円で、昨年度比４．２％の増であります。主なものは、７節、賃金７１８万２千円で、児童館業務

補助１名分１５７万２千円と放課後児童クラブ指導員４名分であります。９０ページ～９９ページをお願

いいたします。４款１項１目、保健衛生総務費は、６，２３６万３千円で、昨年度比５％の増であります。

主なものは７節、賃金５１９万円で、業務補助、事務補助、栄養士、看護師、歯科衛生士の分でござ

います。８節、報償費１３６万９千円で、各種健診の医師謝金が主なものでございます。１３節、委託

料１，６４６万９千円で、妊婦健診１７０人の１４回分、乳児健診１７０人の１．１回分、１９節、負担金補

助及び交付金の２９８万６千円で、主なものは在宅当番医制事業負担金９５万１千円、宮崎市夜間

急病センター運営費負担金４４万８千円、宮崎市小児診療所運営負担金１５３万円であります。同２

目、予防費は６，１８２万円で昨年度比１９１．２％の増であります。要因は、子宮頸がん等ワクチン接

種緊急促進事業を実施するためであります。主なものは、１３節、委託料の５，７５５万円で麻疹、日

本脳炎、ＢＣＧの予防接種１，８００万円と子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチ

ン接種３，９５４万６千円であります。３目、健康増進事業は２，８１９万７千円で昨年度比５．５％の減

であります。主なものは１３節、委託料の２，４２０万４千円で、特定検診、がん検診、骨密度測定に対

するものであります。同７目、保健センター管理費は１９１万３千円で、昨年度比２．４％の増でありま

す。以上で、補足説明を終わります。 

○環境対策課長(黒木 秀一君)  議案第１６号、環境対策課関係につきまして、その補足説明を

申し上げます。９８、９９ページをお願いします。４款１項４目１９節、負担金補助及び交付金３９４万８

千円は、都農川南葬祭センターの負担金を前年度比１０３万１千円増額計上いたしました。主に施

設の老朽化による修繕料、備品購入費の増額によるものです。５目１２節、役務費３９２万９千円の主

なものは、町内河川水等２５カ所の水質検査４回分、口蹄疫埋却地周辺の井戸１２８カ所の水質検

査４回分の手数料を計上いたしました。１００、１０１ページをお願いします。２項１目７節、賃金４１８万

円は、パート職員１名の事務補助賃金、坂の上不燃物等中継施設の臨時職員１名の業務補助賃金、

産休代替臨時職員１名５カ月分を計上いたしました。１１節、需用費４２８万４千円の主なものは、塵

芥収集車等の燃料費２１８万４千円、及び修繕料１５２万円を計上いたしました。１２節、役務費１７３

万３千円の主なものは手数料で、不法投棄物処理手数料及び運搬用コンテナ借り上げ料等を計上

いたしました。１３節、委託料３，５９８万７千円は、可燃物、不燃物、資源物の収集運搬とプラ・ペット、

飲料用缶、空き瓶の収集運搬の塵芥収集業務委託料、環境パトロール委託料、ゴミ袋作製・交付管

理委託料を計上いたしました。１９節、負担金補助及び交付金１億４，７００万１千円の主なものは、

西都児湯環境事務組合負担金で、西都児湯クリーンセンター分７，３５４万６千円とエコクリーンプラ

ザみやざき分７，３４３万２千円を計上いたしました。なお、エコクリーンプラザみやざき分のうち、下水
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道放流施設整備工事負担金として３００万８千円を計上いたしました。２１節、貸付金５９９万円は，宮

崎県環境整備公社にエコクリーンプラザみやざき浸出水調整池補強工事費として無利子で貸し付

けするものです。以上、補足説明を終わります。 

○農林水産課長(押川 義光君)  議案第１６号農林水産課関係につきまして、補足説明を申し上

げます。１０８、１０９ページをお願いいたします。６款１項３目、農業振興費１９節、負担金補助及び

交付金、１，５６１万７千円中、農業振興費関連資金利子補給事業は、農業経営基盤強化資金利子

補給（スーパーＬ）８５０万円、また、新サンシャイン農業推進資金利子補給１６０万円が主なものです。

１１０、１１１ページをお願いいたします。同じく３目、農業振興費１９節、負担金補助及び交付金中、

農地・水・環境保全向上活動支援事業の負担金８６万３千円は、県の協議会へ負担し、県協議会か

ら化学肥料・農薬の低減等に取り組む市納・下原・高森・伊倉・掛迫の５地区に営農活動支援を行う

ものです。４目、農業後継者対策費１９節、負担金補助及び交付金６９万円中、新規就農者支援事

業５４万円は、新たな農業の担い手を確保する対策として実施するものです。５目、園芸振興費１９

節、負担金補助及び交付金４１２万２千円中、川南町園芸特産振興対策事業２００万円は、コスト縮

減施設等整備及びエコ農業推進等の事業に対し補助するものです。園芸産地基盤強化緊急整備

事業１８７万４千円は、光防虫機の導入を行う生産集団に対し補助するものです。１１２、１１３ページ

をお願いいたします。６目、畜産業費１３節、委託料８７２万５千円中、消費・安全対策交付金事業８０

０万円及び３２万５千円は、口蹄疫関係、高病原性鳥インフルエンザ関係で殺処分し、埋却しました

土地の管理委託料です。１９節、負担金補助及び交付金１億５，００８万５千円中、自衛防疫推進協

議会補助金１５０万円は、口蹄疫の教訓を生かし、各農家の防疫意識をより高める事業を実施して

いくために補助するものです。また、優良家畜導入事業補助金１億２，７６０万円は、特定疾病のな

いクリーンな家畜導入を推進するために補助するものです。同じく優良家畜導入利子補給事業補

助金１００万円は、優良家畜導入のため金融機関から融資を受けた資金に対し、利子補給を行うも

のです。畜産担い手育成総合整備事業補助金は、県の農業振興公社が実施主体となり、町営村上

牧場の草地整備５ヘクタール、家畜保護施設１棟を整備するものです。１２０、１２１ページをお願い

いたします。６款２項２目、林業振興費１９節、負担金補助及び交付金４３８万円中、有害鳥獣被害

防止対策事業として、有害鳥獣駆除補助金８０万円、野生猿捕獲班活動支援事業２３万２千円（補

助率２分の１）シカ捕獲促進事業としてシカ９６頭分８４万円（補助率２分の１）です。また、森林整備

地域活動支援交付金事業補助金２２７万４千円は、森林施業実施区域の明確化を進めるために補

助するものです。同じく２１節、貸付金２００万円は、林業振興対策資金貸付金として児湯広域森林

組合に貸し付けし、林業の振興に取り組むものです。６款３項１目、水産業振興費、１９節、負担金補

助及び交付金２５２万３千円中、漁業近代化資金利子補給補助金１００万円は、漁船の設備更新等

に際し、漁業近代化資金の融資を実行した金融機関に対し補助するものです。１２２～１２３ページ

をお願いいたします。３目、漁港管理費１９節、負担金補助及び交付金２１６万１千円中、平成２３年

度九州地区漁港漁場大会補助金１００万円は、昨年口蹄疫で中止となった大会が、本年７月１４日、
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１５日に川南町で開催されることになりましたので、大会の現地実行委員会に対し補助するものです。

以上で補足説明を終わります。 

○農村整備課長(横尾 剛君)  議案第１６号農村整備課関係につきまして、その補足説明を申し

上げます。１１５ページをお願いいたします。６款１項７目、農地費の主なものを説明いたします。１５

節、工事請負費９５０万円は、説明の欄の上から１０行目の農業用施設応急工事８０万円が町単独

事業、それに下段にあります高度化・予防保全整備改修の工事請負費８７０万円が、国営造成施設

管理体制整備促進事業として、川南原土地改良区用水路３カ所の分水ゲート改修工事等を行うも

のでございます。１９節、負担金補助及び交付金４，２２９万２千円の主なものは、中段の基幹水利施

設ストックマネジメント事業（高鍋・川南地区）負担金１，４４２万円、３行下の農地・水・農村環境保全

向上活動支援事業負担金が３７７万８千円（１３地区分）、次の耕地整備関連事業補助金１，３０６万

３千円は、これまで実施した農道整備に要した経費の借り入れ分に対する元利補給金を尾鈴農協

に補助するもの、それに下段の補助金９９８万円が、国営造成施設管理体制整備促進事業として、

川南原及び尾鈴北第１の両土地改良区に管理体制強化支援として補助するものでございます。次

に１１７ページをお願いいたします。下段の、１１目、国営土地改良事業費の主なものですが、１９節

負担金補助及び交付金の５，６３０万２千円は、尾鈴地区促進協議会負担金が３９７万３千円、宮崎

県営尾鈴北第１地区負担金２，５２６万４千円と２行下の宮崎県営尾鈴北第２地区負担金２，１９６万

円は、それぞれ事業費の１８．３％分でございます。１１９ページをお願いいたします。尾鈴地区土地

改良事業川南町推進協議会補助金として１００万円、尾鈴北第１土地改良区運営費補助金は、３７

２万円を計上しておりますが、平成２３年度は総代選挙費用支払いの関係がございますので、若干

増額をしております。２５節、積立金は、尾鈴土地改良事業基金３，５００万円でございますが、毎年

７，０００万円ずつ積み立てて平成２３年度で完了することにしておりましたが、国営事業が１年間延

長となるため、平成２３年度積立額を半額とし、残りの半額を次年度に計上することとしたものです。 

 以上で、補足説明を終わります。 

○建設課長(村井 俊文君)  議案第１６号建設課関係につきまして、その補足説明を申し上げま

す。１２２、１２３ページをお願いします。６款３項４目１９節、負担金補助及び交付金３，９００万円は、

県が整備を行っています川南漁港の広域水産物供給基盤整備事業に対する負担金１０分の１でご

ざいます。１２８、１２９ページをお願いします。上段の８款２項１目１３節、委託料４００万円は、道路台

帳整備、Ｌ＝５，０００メートル分の委託料を計上いたしました。２目７節、賃金６９９万６千円は、道路

維持管理の業務補助として臨時職員３名分の賃金を計上いたしました。１１節、需用費４７４万８千円

のうち、主なものは、燃料費、修繕料で管理保全係車両と道路愛護作業の燃料費１３２万円、管理

保全係車両及び道路施設修繕費３００万円を計上いたしました。１３節、委託料１，１００万円は、幹

線町道の草刈及び町道補修業務の町道維持管理業務委託料１，０００万円、町道未登記箇所登記

測量委託料１００万円を計上いたしました。 

 １５節工事請負費８００万円は、 
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 ・町道の路側、側溝の修繕工事１５カ所 

 ・区画線、ガードレール等の交通安全施設工事 

 ・大塚山・中塩付線（ＪＡ尾鈴総合選果場南側交差点）道路路側拡張工事Ｌ＝２０メートル 

の工事費を計上いたしました。 

 １６節原材料費２２８万円は，道路愛護用砕石８００立方メートル分１２０万円と道路維持補修材料

費１０８万円を計上いたしました。１３０～１３１ページをお願いします。３目１３節、委託料３００万円は、

松原・通山線松原下橋上部工事積算業務委託料を計上いたしました。 

 １５節、工事請負費１億１，４００万円は、 

 ・中里・野田原綿道路改良工事Ｌ＝１６０メートル 

 ・鬼ケ久保・十文字線道路改良工事サイフォン工一式 

 ・松原・通山線松原下橋上部工事Ｌ＝３２．７メートル 

  取付道路Ｌ＝１０１メートル 

の工事費を計上いたしました。 

 １７節、公有財産購入費１００万円は、平鈴・南通山線の用地買収費を計上いたしました。１９節、

負担金補助及び交付金１１０万円は、道路改良工事に伴います水道管布設替えを計上いたしまし

た。１３４～１３５ページをお願いします。４項１目１１節、需用費１，０５２万５千円のうち、主なものは、

修繕料で町営住宅維持管理修繕料１，０００万円を計上いたしました。１３節、委託料２５０万９千円

のうち、主なものは、産業廃棄物処理手数料で合併浄化槽未設置町営住宅の汚泥汲み取り委託料

１０７万１千円を計上いたしました。 

 １５節工事請負費７８７万８千円は、 

 ・町営住宅開閉器取替え工事（さざんか住宅他７件） 

 ・番野地住宅排水工事（ＵＦ３００、Ｌ＝１１０メートル） 

 ・番野地住宅外壁塗装工事１棟 

の工事費を計上いたしました。 

 ２２節、補償補てん及び賠償金５０万円は、桜が丘住宅２に入居しておられる方の移転助成金でご

ざいます。以上で、補足説明を終わります。 

教育総務課長(永友 好典君)  議案第１６号教育総務課及び学校給食共同調理場関係につきま

して、その補足説明を申し上げます。１０４、１０５ページをお願いいたします。５款１項１目、一般失

業対策事業費、緊急雇用創出事業中の上から５行目、学校ＩＣＴ促進事業費４７９万円は、平成２１

年度予算で拡充され、２２年度実施しました事業が２３年度も継続され、今後の学習指導に不可欠と

なってきているＩＣＴ関係備品を活用した授業の構築のために、機器の取り扱い指導や、教材作りな

どの手助け等を行うための人材等を雇用する事業で、２名分の人件費等を計上しました。同じく学校

図書室活用事業費１，２５２万４千円も２２年度同様に各学校にそれぞれ事務員を配置することにより、

図書事務はもとより、児童生徒の読書力の向上を即す意味での雇用を行うものであります。７名の人
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件費等を計上しております。続いて１３８、１３９ページをお願いいたします。１０款１項２目、事務局費

１節、報酬の３００万円は外国招致青年（英語の指導助手）の１年分の報酬であります。１４１ページ

をお願いします。１１行目、７節、賃金１，００５万４千円は、各小学校に配置する特別支援介助員８名

及び特別支援指導補助員１名及び設計管理技術補助員の賃金であります。１９節、負担金補助及

び交付金の７７０万１千円中、主なものは、１４３ページ８行目の幼稚園就園奨励費６６０万９千円で、

実績に基づき見込み計上であります。１４４ページから１４５ページをお願いします。小学校費、２項２

目、教育振興費１４節、使用料及び賃借料中パソコン賃借料３５６万４千円は、各小学校に配置して

いますパソコンの賃借料、同じく５１万７千円は、図書管理システムの使用料で、川南小以外の４校

分のシステム使用料でございます。同じく２０節、扶助費５４３万５千円は要保護、準要保護児童生徒

の就学支援を行うもので、実績に基づき見込み計上をしております。３目、保健体育費の１節、報酬

３５９万６千円は、小学校の学校医・薬剤師に係る報酬でございます。１４８ページから１４９ページを

お願いします。上から２行目、中学校費３項２目１４節、使用料及び賃借料中、パソコン賃借料３９６

万円は、両中学校に配管しているパソコンの賃借料であります。同じく２０万７千円は図書管理シス

テムの使用料であります。２目２０節、扶助費４５５万３千円は、要保護、準要保護の児童生徒の就学

支援を行うもので、実績に基づき見込みを計上しております。３目、保健体育費の１節、報酬１５５万

２千円は、中学校の学校医・薬剤師に係る報酬であります。次に１６２～１６３ページをお願いします。

１０款５項３目、学校給食費１３節、委託料３，２８８万９千円のうち、主なものは、学校給食調理等業

務委託料３，１１４万円でございます。以上で、補足説明を終わります。 

○生涯学習課長(吉田 喜久吉君)  議案第１６号生涯学習課関係につきまして，その補足説明を

申し上げます。１１４～１１５ページをお願いいたします。６款１項８目、農村公園管理費１３７万円を

計上していますが、前年度と比較して１５５万７千円減になっています。これは、公園の一体的管理

委託ということで、保健体育施設費への組み替えによるものでございます。１４８～１５３ページをお願

いいたします。１０款４項１目、社会教育総務費８節、報償費５９５万１千円の主なものは、１５１ページ

上段にあります生涯学習講座等における講師謝金１１９万円と１５３ページ上段にあります放課後子

どもプラン事業のアドバイザー等への報償費２７３万４千円でございます。２目、公民館費１９節、負

担金補助及び交付金９２８万７千円は、分館育成交付金８２６万２千円が主なものでございます。３目、

文化施設費中、下段にあります施設管理費３，６７０万９千円の主なものは、１５５ページ上段にありま

す文化ホール・図書館の光熱水費１，３２０万円、各施設の保守管理等に委託料あわせて１，７７４万

３千円を計上しております。同じく図書館費１，６２８万１千円の主なものは、事務補助４名分として５０

１万５千円、１５７ページ上段にあります図書館システム賃借料として２３９万３千円、図書購入の３００

万円でございます。同じく、かわみなみ音楽合衆国づくり事業５４５万９千円の主なものは、合唱指導、

コンサートの企画・公演等の委託料４６９万２千円でございます。同じく文化ホール自主事業として、

小・中学校の芸術鑑賞会及び自主事業委託料として３００万円を計上しています。１５６ページ４目、

文化財保護費３２１万３千円を計上していますが、前年度と比較して１，４４０万８千円の減になって
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いますが、これは川南湿原の周辺整備が完了したためでございます。１５８ページ～１６１ページをお

願いいたします。５項１目、保健体育総務費の４９４万６千円は、町民ふれあいスポーツ大会報償費

の１２０万円と１６１ページ上段にありますスポーツ振興団体補助金あわせて１０５万円が主なもので

ございます。次に、２目、保健体育施設費１，７６５万５千円中、委託料８８５万３千円の主なものは、

運動公園、農村公園、海浜公園、東運動公園管理委託料の８１３万１千円でございます。以上で補

足説明を終わります。 

○町民課長(佐藤 弘君)  それでは、議案第１７号につきまして、その補足説明を申し上げます。

予算書の９ページから１２ページをお願いいたします。歳入からですが、１款１項の国民健康保険税

は、１目の一般被保険者、２目の退職者被保険者分ともに暫定的に見込み額を計上しています。な

お本算定は６月に行うこととなります。１１ページから１２ページをお願いいたします。４款１項１目、療

養給費等負担金４億８，５９５万９千円は、一般被保険者分の療養給付費、後期高齢者負担金及び

介護納付金に必要な額により、見込み計上をいたしました。２目の高額医療費共同事業負担金１，２

８２万９千円は、高額医療拠出金に必要な額により見込み計上しております。１３、１４ページをお願

いいたします。４款２項１目１節、普通調整交付金２億１７６万９千円は、一般保険者の療養諸費及び

高額療養費及び介護納付金を基に見込み計上しております。５款１項１目、療養給付費交付金５，

９７０万７千円は、退職被保険者等の療養諸費及び高額療養費を基に推定し計上しております。６

款１項、前期高齢者交付金３億９，２６６万６千円は、６５歳から７５歳未満を対象に見込み計上してお

ります。７款１項１目、高額医療費共同事業費負担金１，２８２万９千円は、高額医療費拠出金に必要

な額を基に見込み計上いたしております。１５、１６ページをお願いいたします。７款２項、都道府県

財政調整交付金９，０７７万２千円は、２２年度の実績により見込み額を計上しております。８款１項１

目、高額医療費共同事業交付金５，１３１万７千円と、２目、保険財政共同安定化事業交付金３億４６

万６千円は、それぞれ実績により見込み計上をしております。１７、１８ページをお願いいたします。１

０款１項１目１節、保険基盤安定繰入金１億１，７１７万１千円は、２２年度の実績により見込み計上を

しております。２目、その他の繰入金５，５０５万６千円は、出産育児一時金と財政安定化支援分を、

それぞれ定められた率により算定し、一般会計からの繰り入れを受けるものです。 

 次に歳出ですが、２３ページからお願いいたします。２４ページ２款１項、療養諸費の療養給付費、

療養費、審査支払手数料等、２５ページからの２項の高額療養費等は、ともに前年度実績により見

込み計上したものでございます。２７ページ、２８ページからお願いします。３款１項、後期高齢者支

援金等２億９，７１１万７千円は、国からの概算通知により計上をしております。３１ページ、３２ページ、

６款１項、介護納付金、７款１項、共同事業拠出金についても同様の計上をしているところです。以

上で、補足説明を終わります。 

○上下水道課長(河野 秀二君)  議案第２４号につきまして、その補足説明を申し上げます。３ペ

ージから４ページは、収益的収入及び支出と資本的収入及び支出の実施計画で、それぞれ水道事

業を運営していくために必要経費で、詳細については１４ページ以降にてご説明いたします。５ペー
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ジをお願いいたします。５ページは、収支を健全な状態に保ちながら事業運営を行なうための資金

計画で、平成２２年度決算見込み額と平成２３年度予定額を記載しています。６ページをお願いいた

します。６ページから８ページは、関係職員の給与費明細書であります。９ページをお願いいたしま

す。９ページは、平成２２年度末、公営企業経営成績を損益計算書で表したもので、当年度末の純

利益９８１万６千円を見込んでいます。１０ページをお願いいたします。１０ページから１３ページは、

平成２２年、２３年度の予定貸借対照表です。それぞれ、年度末における全ての資産と負債及び資

本を表しているもので、平成２２年度末の資産合計、２６億３，０７８万９千２百円を見込んでいます。１

４ページをお願いいたします。１４ページは、収益的収入の明細書で、収入を前年度と比較しますと、

金額で２，２７０万７千円、率にして６％の減となります。給水収益と受託工事費収益が減の主な理由

であります。１５ページをお願いいたします。１５ページから１７ページが収益的支出の明細書で、支

出を前年度と比較しますと、金額にして３３８万８千円、率にして１％の減となります。詳細は、備考欄

に記載のとおりであります。次に１８ページをお願いいたします。１８ページから１９ページは、資本的

収入及び支出の明細書で、収入支出を前年度と比較しますと、収入では、高速道路建設に伴う配

水管布設替工事負担金４，０００万円の増。また、支出では、平成１９年度に繰り上げ償還した時に、

他会計より１億６，４００万円を借り入れし、年間約５，５００万円を返済。この返済が平成２２年度で終

わりますので、本来は、この費用が減となる予定でしたが、高速道路建設に伴う配水管布設替減耗

費、水道会計負担分でありますが、概算で５，０００万円を計上いたしましたので、収支全体としては、

１，１９５万３千円、率にして５．６％の減となります。支出の詳細につきましては、備考欄に記載のと

おりであります。以上で、補足説明を終わります。 

○議長(川越 忠明君)  以上で提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

 日程第２４ 議案第２５号 「教育委員会委員の任命について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長(内野宮 正英君)  それでは、議案第２５号につきまして、その提案理由をご説明申し上げ

ます。この議案は、教育委員会委員の黒木和子氏が平成２３年３月２７日をもって任期満了となりま

すので、再度任命したくご提案するものでございます。ご同意いただきますようお願いをいたします。 

○議長(川越 忠明君)  以上で提案理由の説明を終わります。 

 日程第２５ 請願第 １号 「鶏糞等の既存処理施設及び鶏糞焼却施設に関わる山本地域     

                  環境保全に関する請願書」 

を議題とします。地方自治法第１１７条の規定によって、山下 壽君の退場を求めます。 

〔山下 壽 君退場〕 

議会事務局長に朗読させます。 

○議会事務局長(永友 尚登君)  それでは請願書を朗読させていただきます。 

 

平成２３年２月２２日 
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川南町議会議長 

川越忠明 殿 

 

 鶏糞等の既存処理施設及び鶏糞焼却施設に関わる山本地域環境保全に関する請願書 

 

紹介議員  内藤逸子 

紹介議員  濱本義則 

主旨 

 

私達山本地区住民、地区への大切な訪問客、及び、地区内通行者達は、平成５年頃より山本地区

登り口にて産廃業者が始めた鶏糞等発酵処理による悪臭等の公害に長年苦しめられて来ました。 

吐気、食欲減退、洗濯物に付く悪臭、天気が良くても窓を開け放って深呼吸もできない、お客は

早々に退散・・・等々、私達の日常生活は快適に過ごすことはおろか真逆の苦難な環境下におかれ

て来ました。 

 

平成 15年、これら「悪臭等公害の解決」を主目的の一として鶏糞焼却施設の建設が提案され、住

民・行政・業者の三者で様々な対策の協議が行われ、口頭（協議出席者が証人）、書面を含めて

色々な約束が交わされました。 

その骨子が「既存処理施設に於ける鶏糞等の発酵処理が悪臭の源であり、鶏糞を新施設で 100％

焼却する事により悪臭等を解決する」とする業者の約束であり、協定の証しとして町長が署名押印し

てファイルされた。又、「地域住民に対して公害を出さない事の確約」が行われました。（協定書、確

約書写し添付） 

 

以降、平成 16年に焼却施設が稼働を始めてから８年目となる今日、極めて遺憾な事に、「悪臭公害

は放置され、各種約束も殆ど全く履行されず」、私達は未だに悪臭公害の真っ只中での生活を余儀

なくされています。 

 

現状 

 

① 「既存処理施設に於ける鶏糞等の発酵処理が悪臭の源であり、鶏糞を新施設で 100％焼却する

事により悪臭等を解決する」とする業者の約束が全く履行されず、既存施設にて汚泥などと共に肥

料用に発酵処理されて利用されている。 

② 宮崎環境保全農協の既存施設は、ホワイトファームの一時保管施設としての機能を、鶏糞焼却

施設のメンテナンス時にのみ使用するとの約束が守られず、一年中鶏糞や汚泥が搬入され、発酵
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処理に利用されている。 

③ 宮崎環境保全農協の既存施設に代わる鶏糞等の一時保管施設を山本地区外の上流側に設け

させるべくホワイトファームを方向付けするという川南町行政の約束が履行されず全く進展していな

い。このため同施設を結果的に通年利用したい業者の言い訳になっている。 

④ 未完熟な堆肥が広域に散布され、悪臭の範囲が山本地区外に拡大しつつある。 

 

請願理由 

 

上記のとおり、焼却すべき鶏糞が「既存処理施設」にて汚泥等と混ぜられ発酵処理されて撹絆時、

出荷時、輸送時に酷い悪臭を撒き散らしています。 

又、町内あちこちの広範な畑（数十町歩と言われている）に未完熟汚物が撒かれて山本地区外の住

民からも「酷い悪臭がする・・・」という抗議の声が上がっています。町外の訪問者からは「川南町に

入ると独特の悪臭がする・・・」という声が頻りに聞かれます。 

 

鶏糞・汚泥・焼却灰をはじめ地域住民に開示されず得体のしれない物が大量に混ぜられて発酵処

理される為、一般畜糞臭とは全くかけ離れた独特な異臭で、喉の痛みをはじめ、健康に害を及ぼす

性質の悪臭です。 

更に、それを未完熟のまま広範囲な畑に撒くという悪質行為によって悪臭公害は最近拡大していま

す。 

 

悪臭の根源である既存処理施設が三者協議の約束を履行せずに、このまま存続し、又、行政も約

束した周辺課題を履行しない状況を、議会や首長が看過する限り、私達の生活の場である山本地

区の悪臭公害、更には他地域まで拡大しつつある現状は決して解消しません。 

 

又、昨年末から焼却施設北側にて鶏糞貯蔵槽の増設工事が住民への事前説明や同意取付のない

まま開始されており、住民は大変不安を感じています。 

 

平成 15年に住民・行政・業者の三者で協議され、色々約束された課題は全く進展せず、業者が垂

れ流す公害は今も放置されたままです。 

平成５年から通算して 19年になります。 

 

平和憲法の下、国民皆平等、且つ人間らしい生活が保障されている日本、更に、環境先進国と言

われ、発展途上国から頻りに環境改善の支援を求められている我が日本国に於いて、今日、この様

な「公害の垂れ流し」が看過されて良いのですか。 
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我らが川南町の議会や首長は、この「長期に渡る公害」を一体どう感じて、どう改善しようとしている

のですか。 

議会や首長が、毅然として町民を守るべき所、悪質業者に迎合し、本来あるべき理念を忘れ、その

重大な使命を怠れば、時の経過と共に民の士気は低下の途を辿り、人ロ減尐に拍車がかかり、必然

的に財政も逼迫して、遠からず愛すべき我らの川南町は衰亡への道を辿る事は明白です。 

 

議会本来の理念と使命感に立脚して、然るべき対策を住民・町民に対して早急に示して頂きたい、

そして、私達の生活環境を長期の悪臭公害漬けの状況から一刻も早く救出して頂きたい。 

 

人間愛に基づいた抜本対策を検討の上、議決し、早急に実施されん事を切に願い、地方自治法第

１２４条の規定に従い、ここに請願します。 

 

平成２３年２月２２日 

                      代表者 宮崎県児湯郡川南町川南 5000番地１ 

                            山本地域環境保全推進協議会 

                                  会長 永友年春 

 

添付資料 

１．事前確約書（県・振興局、川南町長、業者) 

２．協定書 

３．確約害 

４．地域住民アンケート抜粋 

 

 以上であります。 

○議長(川越 忠明君)  ただ今、朗読したとおりでありますが、補足説明の要があれば紹介議員

の発言を許します。 

○議員(濱本 義則君)  鶏糞等の既存処理施設及び鶏糞焼却施設に関わる山本地域環境保全

に関する請願書でございます。内容につきましては、局長の読まれたとおりでございます。平成２１

年９月１日、がんばる中小企業の地域資源活用部門で、１日４００トン、年間１３．２万トンの鶏糞を焼

却し、発電出力１万１，３５０キロワット、１万７千戸分の電気を生み出しているとして、宮崎バイオマス

リサイクル社は知事から表彰を受けております。 

 この施設の中におきまして、今回新たな施設工事が始まっているようでございます。そのことにつき

ましては、地域住民にはなんの説明もされておりません、で、今までそういういろんなお互いが疑心

暗鬼の中で過ごしてきたことが、今回の施設の増設で噴き出したものかなというふうに思われます。
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その説明がされてないということが、住民に対して不安が増していると思われます。これを解決する

ためにやむにやまれず出されたものであると思っております。このことにつきましては、行政といたし

ましても鋭意今努力していらっしゃるようでございますけども、なかなか出口の見えない八方ふさがり

の状態にあるというふうに聞いております。この解決の糸口を探るためにも、当事者と山本地区の住

民とが同じテーブルについていただき、問題解決のお手伝いをするのが議会の責務であるというふ

うに考えております。この問題につきましては、山本地区だけにとどまらず、環境問題は今後発生す

ることが予想されます。川南町全体を考えた時にその道しるべを作っておくということも必要だと思い

ます。皆様の慎重審査をよろしくお願い申し上げますと同時に、採択していただきますようお願いし

て補足説明といたします。 

○議長(川越 忠明君)  以上で説明を終わります。本請願の取り扱いについては、調査の必要も

あるかと思いますので、常道にしたがい、文教厚生常任委員会に付託します。 

〔山下 壽 君入場〕 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。本日は、これで散会します。 

 皆さん、おつかれさまでした。 

午後 ２時０７分閉会 

 

 


